
　

　

　

　

　

国道6号 国道49号

菅波大橋 新栄一橋

鮫川大橋 地 蔵 橋

三和大橋
(H20.9.30現在)

橋の耐震補強工事を実施しています。災害に強い地域を目指します。

　緊急輸送道路は、大規模地震時における救助・救援活動や緊急物資輸送のために極めて重要な役割を担っておりま
す。管内の橋梁は、昭和30～40年代に建設されたものが多く、今後高い確率で発生するとされている宮城県沖地震で
被災した場合、緊急輸送道路の分断が予想され、地域の社会・経済活動に甚大な支障をきたす恐れがあります。そこ
で、大規模地震時に緊急輸送道路が、その機能を発揮するため、平維持出張所では下記の橋梁について、橋梁の倒壊
や落橋を防止するための耐震補強を行っております。
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管内の施工箇所

◎道路愛護団体の紹介

『佐糠ひまわり会』は国道６号・佐糠跨道橋
周辺（佐糠町地内）の花壇の手入れや清掃活
動を行っており、道路の美化に貢献していた
だいております。
　永年の活動により「平成10年度緑化推進運
動功労者内閣総理大臣表彰」を受賞していま
す。

 佐糠ひまわり会　～国道６号 佐糠町～

耐震補強が完了した鮫川大橋

交通事故多発箇所の改善を図ります。国道49号 好間町

　国道49号の好間町北好間地内の上り車
線は、長い下り坂とカーブが連続してお
り、交通事故が多い地帯となっておりま
す。
　そこで、平維持出張所では事故対策に
ついて地域住民と意見交換を行い、路面
標示や区画線の改良などを行い、事故の
減少を図ります。
　この区間は通学路にもなっております
ので、ドライバーの皆さんも、スピード
を控えめに安全運転での走行をよろしく
お願います。

【耐震補強例】
橋脚の巻立て

　耐震補強の方法はさまざまありますが、例えば９月末に
耐震補強が完了した『鮫川大橋』では、既存の橋脚にコン
クリートを巻立てるという方法を用いました。これにより、従
来想定されていた地震より大きな地震にも耐えうる耐震性
をもった橋脚に生まれ変わり、　大規模地震発生時の被害
を抑制し道路交通の機能確保を図ることが出来ます。


